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子どもがつくる子どものまち「ミニはままつ」実践報告 
―地域の NPO 法人と大学生との連携による子どもの遊びのまち創造プロジェクト― 
 
Practice Report on the Town of "Mini Hamamatsu " : A Collaborative Project between a 























休みの 3 週間にわたって開催されており、ミュンヘンオリンピックスタジアムにて延べ 3






























Ⅳ．第 1 回「ミニはままつ」の概要 
１．「ミニはままつ」の目的 

















―地域の NPO 法人と大学生との連携による子どもの遊びのまち創造プロジェクト― 
３．参加者 








参加定員数は、会場の広さから想定して 250 名とし、10 月に近隣の小学校や幼稚園・保
育所、子どもが集まりやすい公共施設にチラシを配布して募集を行った。また、大学生が
地元のラジオ局に出演して宣伝もした。参加を希望する子どもの保護者は電話やメールに









①子どもスタッフ(小学 4 年～6 年) 20 名 
「子どもスタッフ」とは、まちづくりの中心を担う子どもたち（子ども店長）である。
事前に「まちづくり会議」にて話し合いを行うため、募集対象を小学 4 年生～6 年生に限定
した。7 月に近隣の小学校及び子どもが集まる公共施設にチラシを配布して募集を行った。
子どもスタッフになりたい子どもの保護者が NPO 法人に直接電話にて申し込んだ。 
②ミニ子どもスタッフ（年長～小学 3 年）12 名 
「ミニ子どもスタッフ」とは、まちづくり会議に出席した大人スタッフの子どもや子ど
もスタッフの弟妹で、小学 3 年生以下～年長児のことである。 
(2)大人スタッフ 








年生 9 名と 4 年生 11 名である。特に中心となったのは、まちの要となる市役所（3 年生）、
ハローワーク（3 年生）、銀行（4 年生）、学校（4 年生）を担当する 4 名であった。 
・名倉ゼミ以外の浜松学院大学生 2 名が、当日ボランティアとして参加した。 
・浜松医科大学の学生が、病院ブース担当として当日 4 名参加した。 
































































































































・NPO 法人 1 名 
・当日の大学生ボランテ











































大学生 2 名（各店舗 1
名ずつ担当） 

















































―地域の NPO 法人と大学生との連携による子どもの遊びのまち創造プロジェクト― 





































































































































10 月 5 日（日）
































10 月 19 日（日）













































11 月 2 日（日）










































11 月 23 日（日）
終日 
浜松学院大学 





















































































日時 場所 参加者 内容 





















＋4 年 2 名、筆者
・担当する店の担当と具体的な内容に
ついて 



















・第 1 回まちづくり会議について 




















・第 1 回まちづくり会議の振り返り 
・今後の予定について 






















・第 2 回まちづくり会議の説明 
・店の配置相談 











―地域の NPO 法人と大学生との連携による子どもの遊びのまち創造プロジェクト― 
まちづくり会議後  筆者 ・チラシ配布について 














・第 3 回まちづくり会議の説明 
・各店舗の準備の進捗状況報告 









・第 3 回まちづくり会議の振り返り 
・各店舗の準備の進捗状況報告 
・ラジオ出演者決定 


























11 月 23・24 日（日・
月祝）準備の合間 
浜松学院大学 全員 ・準備をしながら随時細かい所を相談 












































































































































































＜表－4 思い出 BOOK に掲載されたアンケート結果より抜粋＞ 
子どもスタッフアンケートより （28 人回答） 
「ミニはままつ」はど
うでしたか 
とても楽しかった ２５  楽しかった ３  ふつう ０ 
























































 とてもよかった ２７  よかった ２   ふつう ０ 








































































―地域の NPO 法人と大学生との連携による子どもの遊びのまち創造プロジェクト― 












































                                                  
i 同法人 HP の定款によると、「この法人は、浜松市及びその周辺に在住する子どもとその保護者に対し、育児に必要か
つ有益な情報を提供すると共に、親子遊び・子育て勉強会・親子コンサートの開催及び育児サポーターの育成等を通
じ、地域の子育て支援活動に寄与することを目的」とする団体であり、すでに長期間にわたって地域に根差す子育て
支援に取り組んできた実績がある。また、こどものまちと共通点のある「かえっこバザール」といったイベントも開
催しており、経験豊富な法人である。 
ii 代表的なものとして、ミニ・ミュンヘン研究会（代表 卯月盛夫）製作（2005）ドキュメンタリーDVD「ミニ・ミュ
ンヘン－もうひとつの都市―」(2010 年に“２”発行)、木下，卯月，みえ（編著）（2010）「こどもがまちをつくる『遊
びの都市－ミニ・ミュンヘン』からのひろがり」がある。 
iii ミニ・ミュンヘン研究会代表者 
iv 佐倉市の「子どもがつくるまち・ミニさくら」や、市川市「子どもがつくるまち・ミニいちかわ」などがある。詳し
くは、木下，卯月，みえ（編著）（2010）「こどもがまちをつくる『遊びの都市－ミニ・ミュンヘン』からのひろがり」
に記載されている。 
v 静岡市が整備し、指定管理者として株式会社丹青社が運営している。HP（http://maaru-ct.jp/）によると、“こどもク
リエイティブタウンま・あ・るは、清水駅前の複合ビル「えじりあ」の３・４階にある、こどもたちを対象に仕事体
験やものづくり体験を通じて、自主性や創造性を育み、未来の地域産業を担う人材を育てる施設です。ま・あ・るで
育った子どもたちが将来的に静岡のまちの活力を支えることをめざして、子どもたちや地域と「ともに創り、育み、
育つ」運営を行っていきます。”と紹介されている。 
vi 具体的には、ミニ・ミュンヘンが“遊び”の中で話し合い協力し合って、子ども達が主体的にまちをつくる体験型自
治学習の場であるのに対し、保育も“遊び”（体験）を通して総合的に発達を促す場であること、環境を通して子ども
の自発的な関わりを重視すること、集団遊びを通して他者との協同性を育むことなどが共通点であると捉えている。
ミニ・ミュンヘンは幼児期の集団でのごっこ遊びの拡大版ともいえるだろう。「プロジェクト保育」と呼ばれる保育方
法とも共通点が多い。この、“保育とミニ・ミュンヘンの共通点”については、改めて別の機会に分析を試みたい。 
vii 筆者の所属する浜松学院大学では、実践力育成カリキュラム「DiCoRes プログラム」の中で、ゼミ指導は、実践的な
活動を通して行うこととが位置付けられている。 
viii事前申し込みとした理由は、今回が初開催であることから、実際にどの程度の参加希望者がいるのか予想が難しく、
事前に参加人数を把握することで事故や混乱を防止するためである。飲食できるカフェも設置するため事前に食物ア
レルギーの把握も行った。 
ix ウィリアム・Ｊ／クレイドラー､リサ・ファーロン著、プロジェクトアドベンチャージャパン訳（2001）「プロジェク
トアドベンチャーの実践 対立がちからに グループづくりに生かせる体験学習のすすめ」で紹介されているコミュ
ニケーションゲームである。 
x 他３名の学生が卒業論文に記載しなかったのは、卒業論文を別のテーマで記述していたからであり、実践の振り返り
は各自行っている。 
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